
第１次募集とあわせて、約1,000クラブを登録
・現在の部活動（約1,100部）と同程度の数を登録
・「競技力を向上させたい」「楽しく気軽に取り組みたい」など、
子供たちの多様な意向に応えるさまざまな活動目的のクラブ
を登録

部活動になかった新種目も充実
・ラクロスやサイクルサッカー、ミニ四駆STEAM教育などの
種目を新たに登録。

・児童のアンケートで人気のあったダンスやクッキング、プロ
グラミングなども多数登録。

・バラエティに富んだ選択肢から、興味のある活動を選べる
ようになります。

●今後の予定
・地域（学校）ごとの登録状況は活動場所等を整理し、９月中に公表する予定です。
・中学１年生を対象に、コベカツでどんな活動に参加したいかアンケートを実施します。その結果を
ふまえ、第３次募集では学校・種目を指定して募集し、活動団体の確保に取り組んでいきます。
・学校図書館や自習スペースの開放など、コベカツを選ばない生徒の放課後の居場所づくりにも取り組み
ます。

部活動から「KOBE◆KATSU」へ

コベカツクラブの
登録状況

ここを
クリック！
ここを
クリック！

本市では、2026年９月から中学校部活動にかわって、子供たちが校区の枠を越えてやりたいことに主体的
に参加する「KOBE◆KATSU（コベカツ）」を開始するための取り組みを進めています。

コベカツクラブ　第２次募集の結果

スケジュール

第２次募集（6/24～7/31）を実施した結果、新たに473クラブを登録しました。

2025年
９月～

実証事業の実施
地域ごと（学校ごと）の登録状況の公表
アンケートの実施

11月頃 コベカツクラブ第３次募集

2026年

１月頃 コベカツクラブの紹介ページを公開

４月頃 参加者募集を開始
コベカツクラブの指導者向け研修を開始

６月頃～ 順次、体験入会を開始
９月 「コベカツクラブ」活動開始

「コベカツ」
ホームページ

ここを
クリック！
ここを
クリック！

ホームページで、全てのコベカツクラブの
活動場所・活動頻度・活動の主目的・
会費などを公開する予定です。

現在の小学６年生も、
９月までは部活動に
参加することもでき
ます。
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●スマートフォン・携帯電話の使用時間（平日）
・平日のスマートフォンの使用時間が、前回調査から大幅に増加
・中３の調査では、半数以上の生徒が１日に２時間以上使用

●勉強時間（平日）
・平日に１時間以上勉強する人が、前回の調査から１割弱減少
・30分未満、全くしない人が、前回調査から増加

「全国学力・学習状況調査」は、児童生徒の学力や学習状況を把握し、学習状況の改善に役立てることなどを
目的として、文部科学省が行う調査です。

全国学力・学習状況調査の結果が発表されました

小6

教科 神戸市 全国（公立）

国語 68 66.8
算数 59 58.0
理科 57 57.1

小学６年生では、国語・算数は全国をやや上回りました。理科は全国と同じ水準でした。
中学３年生では、数学は全国をやや上回りました。国語・理科は全国と同じ水準でした。

中3

教科 神戸市 全国（公立）

国語 54 54.3
数学 50 48.3
理科 504※ 503※

※中学校３年生理科は、IRTスコア（500を基準にした得点）で表示。

令和７年度　教科別の調査結果（神戸市）

文部科学省では、概ね３年に１回、小学６年生・中学３年生及びその保護者を対象に調査を実施し、全国
的な経年の変化を把握・分析しています（自治体別の調査は行われていません）。

令和６年度　経年変化分析調査・保護者への調査の結果（全国調査）

令和７年度
調査結果の
概要

ここを
クリック！
ここを
クリック！

経年変化・
学校外での
過ごし方
調査結果

ここを
クリック！
ここを
クリック！

➡スマートフォン等の適切な利用に関する教育・啓発などを行い、家庭とも連携しながら、児童生徒の学習
習慣・生活習慣の確立に取り組んでいきます。

➡調査結果をもとに、児童生徒一人ひとりに応じた指導の充実や授業改善を進めていきます。

■3時間以上  ■２～３時間  ■１～２時間
■１時間未満  ■普段は使っていない  ■持っていない

■3時間以上  ■２～３時間  ■１～２時間
■30分～１時間  ■30分未満  ■全くしない

小
６

２時間以上の人が14.7％ ⇒ 25.8％（11.1％増）

27.78.618.318.914.611.2R6

37.813.818.914.38.66.1R3

中
３

２時間以上の人が41.4％ ⇒ 53.3％（11.9％増）

6.511.725.925.827.5R6

13.715.125.821.719.7R3

1.9

3.3

小
６

１時間以上の人が44.9％ ⇒ 37.1％（7.8％減）

R6

R3 13.238.131.97.95.1

4.317.340.626.06.74.4

3.1

中
３

１時間以上の人が68.1％ ⇒ 58.9％（9.2％減）

R6

R3 8.019.035.824.97.4

6.911.521.732.920.65.4

3.9

〈 学校外での過ごし方の調査結果〉
スマートフォンやテレビゲームの使用時間が増加し、学校外での勉強時間は
減少しています。スマートフォンやテレビゲームの使用時間が長いほど、教科
のスコアは低い傾向にあります。
また、保護者のスマートフォンの使用時間が長いほど、子供の使用時間が長い
ことも確認されています。

〈 各教科の平均正答率〉
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https://www.city.kobe.lg.jp/z/kyoikuinkai/kosodate/education/program/zenkokutyousa2.html
https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/kannren_chousa/keinen_hogosha_chousa.html


市立高校の生徒たちが、海外の高校と交流しながら、地域や世界のさまざまな課題について学びを深める
「高校生国際会議」を葺合高校で実施しています。今年は、７月14日・15日の２日間にわたって開催しま
した。

｢環境｣｢教育｣｢健康｣｢人権｣｢メディア｣の５分野に分かれて、
テクノロジーの進化について議論や意見交換を行いました。海外
や他校の生徒の持つ視点や考え方を知ることで、未来の社会の
あり方についてさまざまな角度から考える機会となりました。
基調講演では、金沢工業大学の大澤直樹教授と株式会社オプ
ティムの山本大祐氏から、最新技術の活用事例について紹介が
あり、テクノロジーが社会の発展にどのように貢献しているか、
理解を深めました。

高校生国際会議を開催しました

●参加校（８か国１２校）
・葺合高校　・六甲アイランド高校　・科学技術高校
・神港橘高校　・須磨翔風高校
・二儀高校（韓国）　・アベリャナ国立学校（フィリピン）	
・台中市立台中第一高級中等学校（台湾）  
・サバ高校（イラン）　・ノーサンプトン高校（イギリス）
・ジゼルラロンド公立高校（カナダ）
・ウエストボーングラマースクール（オーストラリア）

市立学校園では、多くの学校ボランティアの方に活躍いただいています。子供たちのサポートに興味のある方は、
教育人材センターにご連絡、ご相談ください。

本山第二小　岩切さん

特別支援教育ボランティアを募集しています

●ボランティアの声

活動内容 週２回、特別支援学級を中心に、交流学級への付き添いや個別学習の
サポートをしています。

きっかけ 教員として勤務していた経験を活かし、地域の学校で何か役に立てれ
ばと考え、昨年９月からボランティアを開始しました。

活動してみて

子供の素直さや正直さに触れ、元気をもらっています。声かけ一つに
も配慮が必要で、それぞれの子供に合った関わり方を模索し、日々の関
わりの中で学びがあります。教員ではなくてもできる支援だと実感して
います。同世代にもお勧めしたいです。

●特別支援教育ボランティアとは
・主に特別支援学級の子供たちの学習補助を
行います。

・特別な資格は不要です。
・「学校ボランティア はじめてみよう相談会」
を開催します。

　開催日：10月21日（火）～24日（金）

●ボランティアの登録方法
①登録フォームに必要事項を入力
②教育人材センターに電話し、
　面談日時を相談
　TEL：984-0741
　平日 9：00～17：00
③面談の上、登録完了詳細はこちら

ここを
クリック！
ここを
クリック！

登録フォーム

ここを
クリック！
ここを
クリック！
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https://www.city.kobe.lg.jp/a80876/kosodate/lifelong/renkeicenter/volunteer-workshop.html
https://kobecity.form.kintoneapp.com/public/0d4863a795a2f0f7ee8da191769309d04d91d753a025e4f294ea05cb6b034155


小学校・特別支援学校
保護者負担額 260円 公費 64円

教育委員会では、学校生活に関する相談窓口を設置しています。学校生活の中での
悩みごとがあれば、どんな小さいことでも抱え込まずに早めにご相談ください。
以下の窓口のほか、学校に相談しにくいこと、その他教育全般の意見や要望、どこに
相談すればいいかわからないことは、「お困りごとポスト」へご相談ください。

☑神戸市産・兵庫県産の野菜や食材を積極的に使用！
☑多様な食品を使用し、栄養バランスも◎
☑パンは当日の朝焼き（乳・卵を使っていません）
☑毎月、季節の料理や郷土食、新メニューあり！
　港町・神戸らしい外国料理も！

「クックパッド」でも学校給食のレシピを公開しています。
ぜひご家庭でも試してみてください。
※アレルギーに限らず、給食に関する不安があれば、学校に
ご相談ください。

相談内容 相談窓口 相談方法

学校・教育についての
お困りごと

（いじめ・不適切指導・
性被害・学校生活全般）

教育相談室

電話相談 0120‒790‒783（フリーダイヤル）
078‒360‒3152（直通）
月曜～金曜 [9時～17時]

面接相談  078‒360‒3150〔予約制〕
火曜～金曜 [10時～12時、13時～17時]

特別支援教育 特別支援教育相談センター 電話相談  078‒360‒2160　月曜～金曜 [9時～17時]
不登校 不登校支援相談センター 電話相談  078‒366‒0123　月曜～金曜 [9時～17時]

子供向けの相談窓口
こうべっ子悩み相談 電話相談  0120‒155‒783（フリーダイヤル）[24時間受付]
ひょうごっ子SNS悩み相談 学校で配られるチラシやカードをご確認ください。

楽しくおいしい神戸の給食

学校生活に関する相談窓口

●給食費について
子育て支援の一環として、中学校給食費の半額を助成
しています。また、食材の価格が上がっていますが、
保護者負担分は値上げせず、不足する経費を公費で
負担し、給食の質・量を維持しています。

●給食費決算（2024年度）を公開しています
保護者の皆さまからいただいた給食費は、全額食材調達の経費に充てています。
詳しくはホームページをご確認ください。

給食費決算
（2024年度）

ここを
クリック！
ここを
クリック！

〈 2025年度の給食単価（１食分）〉

▲たこめし ▲トック（韓国） ▲神戸たまねぎミンチカツ

ここを
クリック！
ここを
クリック！

学校給食
レシピ

（クックパッド）

中学校
保護者負担額 170円 公費 221円（うち170円半額助成）

推し　 ポイント

子供たちの健やかな成長のため、楽しくおいしい給食を目指してさまざまな工夫を行っています。
2026年１月には、全ての中学校が全員給食制になります。
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お困りごとポスト教育委員会へのご意見などは「お困りごとポスト」
またはTEL：984-0608　FAX：984-0617でご連絡ください。

相談窓口ここを
クリック！
ここを
クリック！

ここを
クリック！
ここを
クリック！

https://cookpad.com/jp/users/40212080/recipes
https://www.city.kobe.lg.jp/a54017/kosodate/gakko/school/lunch/koukaikeika/koukaikeikanituite.html#kessan
https://www.city.kobe.lg.jp/a33992/kosodate/education/program/01.html
https://www.city.kobe.lg.jp/a61516/kosodate/education/measures/okomarigotopost.html



